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沿岸で、イシ型は 1980 年頃より夏季に北海道周辺で捕獲されている。 
本論文の構成は以下の通りである。第１章ではイシイルカの生物学的知見、操業実態等について、2 章
では材料と方法について説明、3 章で目視調査の結果に基づく分布・回遊、および系群について議論した。
4 章では目視調査の結果を用いて資源量推定を行い、5 章では 1979 年～2013 年の資源動向および自然死
亡係数の推定を行った。また、想定した捕獲頭数のもとでの資源量の将来予測を行い、資源管理方策につ
いて検討した。6 章では総合考察を行った。 










 資源量は太平洋側とロシア側海域で一斉に目視調査を実施した 1990 年と、ロシア側南部の目視調査が
可能で、十分な調査努力量が確保できた 2003 年の２年間に対して推定を行った（第 3 章）。目視調査船が
鯨類を発見した時の調査船から鯨類までの横距離のデータを用い、ライントランセクト法により資源量を
推定した。その結果、日本海イシ型については 1990 年 22.6 万頭（CV=0.15）、2003 年 17.4 万頭（CV=0.21)
と推定された。リクゼン型については 1990 年 21.7 万頭（CV=0.23）、2003 年 17.8 万頭（CV=0.23）と
推定された。また、目視調査の結果を用い、資源密度の経年変化を推定した。その結果 1989 年から 2003
年の資源密度の経年変化に有意な減少傾向は認められなかった(p=0.08)。 















係数については比較的安定して 0.19 程度と推定された。また、2013 年の資源レベルは 1979 年の 74～87%
（日本海イシ型）、61～77%(リクゼン型)と推定された。 
 さらに、想定した捕獲頭数をもとに 2030 年までの資源量を予測し、2030 年の資源水準をもとに管理方





 本研究の結果、2013 年以降過去 10 年間の平均程度の捕獲を継続した場合、いずれの系群についても、




年時点の資源量は 1979 年時点の 60%以上に維持できることから、上記はイルカ突きん棒漁業の健全な発
展を阻害しない範囲での実行可能な管理方策であると考えられた。今後とも目視調査と銛抜け情報の収集
を行い、資源動向のモニターを継続することによって、適切な資源管理を実施していく必要がある。 
